
ま
た
は
材
料
を
仕
入
れ
た
状
態
で

の
留
め
置
き
な
ど
が
生
じ
、
売
上

や
利
益
、
資
金
需
要
の
変
動
が
大

き
く
な
る
。

　

こ
の
変
動
に
業
種
共
通
の
パ
タ

ー
ン
は
な
い
の
で
、
個
社
単
位
で

の
聞
き
取
り
が
重
要
と
な
る
。

　

加
え
て
、
財
務
の
悪
化
と
い
う

観
点
で
気
に
な
る
の
は
、
原
材
料

価
格
高
騰
の
影
響
で
あ
ろ
う
。

「
２
０
２
３
年
版
も
の
づ
く
り
白

書
」
に
よ
れ
ば
、「
事
業
に
最
も

影
響
を
及
ぼ
す
社
会
情
勢
の
変

化
」
と
し
て
、
金
属
製
品
製
造
業

の
45
・
５
％
が
「
原
材
料
価
格

（
資
源
価
格
）
の
高
騰
」
を
最
大

要
因
に
挙
げ
て
い
る
。
特
に
チ
タ

ン
な
ど
の
レ
ア
メ
タ
ル
や
合
金
な

ど
高
単
価
の
金
属
材
料
を
大
量
に

仕
入
れ
て
加
工
し
て
い
る
取
引
先

で
は
、
材
料
価
格
が
コ
ス
ト
や
棚

卸
金
額
に
大
き
く
影
響
す
る
。

デ
ジ
タ
ル
化
で
若
手
の

就
業
者
の
ニ
ー
ズ
が
高
い

〈
内
部
環
境
〉

　

他
業
種
同
様
に
、
人
手
不
足
は

内
部
環
境
に
お
け
る
主
要
課
題
で

あ
る
。
製
造
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
が
埋

ま
っ
て
し
ま
い
失
注
し
た
り
、
外

注
化
し
て
利
益
を
減
ら
し
た
り
す

る
取
引
先
は
少
な
く
な
い
。

　

上
述
の
２
０
２
３
年
版
も
の
づ

く
り
白
書
に
よ
れ
ば
、
全
産
業
に

占
め
る
製
造
業
の
就
業
者
の
割
合

は
低
下
傾
向
で
推
移
し
て
い
る
。

顕
著
な
傾
向
と
し
て
、
製
造
業
に

お
け
る
高
齢
就
業
者
（
65
歳
以

上
）
の
割
合
は
、
２
０
０
２
年
に

は
４
・
７
％
で
あ
っ
た
が
、
直
近

の
２
０
２
２
年
は
８
・
６
％
と
な

っ
て
お
り
、
相
対
的
に
減
少
し
て

い
る
若
年
就
業
者
（
34
歳
以
下
）

の
確
保
が
業
種
の
共
通
課
題
と
な

っ
て
い
る
。

　

近
年
の
金
属
製
品
製
造
業
で

は
、
事
前
に
入
力
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
動
作
す
る
Ｎ
Ｃ
（
数
値
制

御
）
機
械
が
主
力
化
し
て
い
る
こ

と
が
多
く
、
デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ

ー
が
高
い
若
年
就
業
者
へ
の
ニ
ー

ズ
は
高
い
。
筆
者
が
い
く
つ
か
の

属
製
品
製
造
業
の
ア
フ
タ

ー
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
経
営

環
境
に
つ
い
て
、
外
部
環
境
と
内

部
環
境
に
分
け
て
見
て
い
く
。

・
外
部
環
境

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
こ
と
で
製

造
・
物
流
機
能
が
国
際
的
に
分
散

し
た
状
況
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
ロ

ッ
ク
ダ
ウ
ン
と
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

で
の
需
要
回
復
な
ど
に
よ
り
、
製

造
・
物
流
・
消
費
に
大
き
な
変
動

を
も
た
ら
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
自
動
車
や
電
子
機

器
等
の
産
業
分
野
や
ア
ジ
ア
等
の

地
域
で
区
切
ら
れ
た
単
位
よ
り

も
、
変
動
に
対
処
す
る
方
針
を
決

め
る
会
社
や
国
等
の
よ
り
小
さ
な

単
位
で
の
動
向
の
ほ
う
が
、
売
上

状
況
へ
の
影
響
は
強
く
表
れ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
急
な
減
産
、
受

注
の
先
延
ば
し
・
前
倒
し
に
よ
る

売
上
減
少
や
計
上
時
期
の
ズ
レ
、

金

金属製品製造業業種２
取引先の顧客動向について質問し
受注の増減を把握しつつ
仕向け国や強みなどを確認する

金
属
製
品
製
造
業
の

特
徴
と
経
営
環
境

若
い
世
代
へ
任
せ
よ
う
と
い
う
意

識
の
高
ま
り
も
見
ら
れ
る
。
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の
着
眼
点
と
課
題
を
深
掘
り
す
る

声
か
け
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

①
売
上
面

　

取
引
先
の
顧
客
で
あ
る
製
品
メ

ー
カ
ー
で
は
、
大
手
企
業
を
中
心

に
コ
ロ
ナ
以
降
も
テ
レ
ワ
ー
ク
を

継
続
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
少
な
く

な
い
。
多
数
の
関
係
者
が
関
わ
る

設
計
等
の
承
認
作
業
が
滞
る
こ
と

な
ど
で
、
新
規
製
品
の
開
発
期
間

が
コ
ロ
ナ
前
よ
り
延
び
た
り
、
そ

の
結
果
と
し
て
リ
ー
ド
タ
イ
ム
が

圧
縮
さ
れ
て
い
た
り
す
る
印
象
が

あ
る
。

　

金
属
部
品
製
造
業
は
、
客
先
の

開
発
・
設
計
し
た
製
品
の
部
品
を

加
工
し
て
納
入
す
る
形
態
が
主
流

の
た
め
、
こ
の
影
響
は
大
き
い
。

コ
ロ
ナ
前
後
の
「
顧
客
の
新
製
品

の
投
入
間
隔
」
の
変
化
は
確
認
し

て
お
き
た
い
。

　

産
業
分
野
向
け
の
部
品
で
は
、

エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
の
動
向
を
確
認

し
た
い
。
例
え
ば
、
医
療
分
野
の

部
品
の
場
合
は
、
取
引
先
の
金
属

部
品
加
工
会
社
の
顧
客
は
医
療
機

器
メ
ー
カ
ー
等
で
、
エ
ン
ド
ユ
ー

ザ
ー
は
製
薬
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。

多
段
階
の
取
引
構
造
に
お
い
て
、

今
後
の
動
向
や
評
価
さ
れ
て
い
る

強
み
は
意
識
し
た
い
。

　

一
方
、
民
生
分
野
（
一
般
家
庭

用
機
器
）
向
け
の
部
品
で
は
、
エ

ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
に
加
え
、
関
係
国

の
動
向
を
注
視
し
よ
う
。
国
内
市

場
向
け
な
ら
ヒ
ッ
ト
商
品
の
動
き

が
肌
感
覚
と
し
て
つ
か
み
や
す

い
。「
ど
ん
な
製
品
の
部
品
で
、

な
ぜ
受
注
で
き
て
い
る
の
か
」
は

知
っ
て
お
き
た
い
。

　

一
方
で
海
外
市
場
向
け
だ
と
、

肌
感
覚
で
分
か
り
に
く
い
た
め
、

取
引
先
に
情
報
収
集
を
促
し
て
お

き
た
い
。
製
造
拠
点
戦
略
や
製
品

同
業
種
企
業
か
ら
聞
い
た
と
こ
ろ

で
は
、
若
年
就
業
者
は
残
業
を
好

ま
な
い
傾
向
や
転
職
へ
の
抵
抗
感

が
低
い
傾
向
が
特
徴
的
で
あ
り
、

就
業
環
境
の
整
備
も
併
せ
て
進
め

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

コ
ロ
ナ
以
降
の
不
透
明
な
経
営

環
境
を
実
感
し
、
改
め
て
将
来
の

展
望
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
経

営
者
は
増
え
て
い
る
。

　

売
上
が
見
通
し
に
く
い
状
況
下

で
、
１
台
で
数
千
万
円
に
も
な
る

金
属
加
工
機
械
の
設
備
投
資
負
担

は
小
さ
く
な
く
、
自
ら
が
経
営
に

携
わ
っ
て
い
る
間
に
投
資
回
収
で

き
る
か
と
い
う
不
安
が
先
立
ち
や

す
い
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
化
へ
の
対
応
で
デ

ジ
タ
ル
化
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
り
、

の
販
売
動
向
な
ど
を
（
取
引
先

の
）
顧
客
に
踏
み
込
ん
で
聞
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

端
材
の
有
効
活
用
は

会
社
の
実
力
を
示
す

②
コ
ス
ト
面

　

金
属
製
品
製
造
業
に
は
、
原
材

料
を
自
ら
調
達
・
加
工
し
て
、
製

品
と
し
て
納
め
る
形
態
（
自
達
）

と
、
原
材
料
を
顧
客
か
ら
支
給
さ

れ
て
加
工
を
し
て
納
め
る
形
態

（
賃
加
工
）
が
あ
る
。

　

自
達
の
場
合
は
、
仕
入
れ
た
材

料
か
ら
製
品
製
造
の
過
程
で
削
り

カ
ス
な
ど
の
端
材
が
生
じ
る
。
端

材
は
価
値
を
生
ま
な
い
の
で
、
端

材
を
減
ら
す
対
策
や
試
作
用
で
有

効
活
用
す
る
な
ど
、
工
夫
で
き
る

こ
と
が
会
社
の
実
力
に
つ
な
が
る

の
で
重
視
し
た
い
。

　

一
方
、
賃
加
工
で
は
、
製
品
重

量
も
し
く
は
加
工
で
除
去
し
た
重

量
を
基
に
加
工
賃
が
計
算
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
。
そ
の
計
算
の
ベ
ー

ス
で
は
、
現
状
の
燃
料
費
高
騰
分

こ
か
ら
は
、
訪
問
時
に
経

営
課
題
を
発
掘
す
る
た
め

こ 課
題
発
掘
の
た
め
の

着
眼
点
＆
確
認
ポ
イ
ン
ト

若
い
世
代
へ
任
せ
よ
う
と
い
う
意

識
の
高
ま
り
も
見
ら
れ
る
。
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